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うちのイチ押し!!!

築港大潮湯跡　― 忘れてはならない関東大震災との関わり ―

　最近もネパールで大地震がありましたが、今回はかつての関東大震災の時の
話題です。
　今日、温泉を中心としたレジャー施設は珍しくありませんが、大正の初め頃
その走りともいえるものが堺と大阪の海辺に建設されました。大正2（1913）年
にできた堺大浜潮湯は阪堺電気軌道（のちに南海鉄道に合併）によるものでし
たが、大正3（1914）年の築港大潮湯（現港区築港2丁目所在）は森口留吉（1875
～1945）という個人がつくったものでした。
　留吉はもと大工で、仕事中に出る廃材やカンナ屑をそのまま処分してはもっ
たいないとして、浴場の燃料に使うことを考えます。その事業が成功し築港に
巨大な滝のあるプールや劇場を備えた大浴場の建設に至るのです。また、大正
10（1921）年につくった新館には百畳敷きの大広間や入浴客の休憩室が設けら
れていました。そうした大潮湯が人気を集めているところに、大正12（1923）年
9月1日、関東大震災が起こります。関東一帯の鉄道網が寸断されていたため、
避難者たちは船を利用して大阪港へ詰め寄せます。大阪市ではその避難者を
受け入れる施設を用意しましたが足りず、市は大潮湯新館の提供を申し入れま
す。留吉はこれをこころよく受け入れ、食事の世話までも引き受けました。こ
のはたらきに、後日、関一市長が大潮湯を訪れ感謝の言葉を述べたといいます。
 （大阪市教育委員会　文化財保護課）

★ 築港赤レンガ
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